
今
回
の
コ
ラ
ム
の
最
後
に
7
社
目
と
し
て

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
（
本
社
大
阪
市
）
の
Ｉ

ｏ
Ｔ
に
対
す
る
取
り
組
み
は
20
年
以
上
前

に
遡
る
。
主
力
商
品
の「
x
e
v
o
∑（
ジ
ー

ヴ
ォ
シ
グ
マ
）」
で
は
東
日
本
大
震
災
を
教

訓
に
Z
E
H
に
加
え
て
耐
震
性
能
を
大
幅

に
向
上
。
蓄
電
池
や
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
災
害
に
強
い
住
宅

を
実
現
し
て
い
る
。
2
0
1
7
年
に
参
画

し
た
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
に
関
す
る
実
証
実
験

で
は
、
様
々
な
I
o
T
機
器
や
家
電
を
一

括
し
て
操
作
で
き
る
技
術
を
構
築
。
モ
ニ

タ
ー
家
庭
の
声
を
ふ
ま
え
て
、
複
数
サ
ー
ビ

ス
を
ま
と
め
て
操
作
で
き
る
機
能
と
、
生
活

が
ち
ょ
っ
と
便
利
に
な
る
シ
ン
プ
ル
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
が
鍵
と
見
定
め
た
。
近
年
は
コ
ネ

ク
テ
ッ
ド
ホ
ー
ム
ブ
ラ
ン
ド
「
ダ
イ
ワ
コ
ネ

ク
ト
」
を
発
表
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
や
Ａ
Ｉ
ア

シ
ス
タ
ン
ト
を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
得
ら
れ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
結
集
。
た
と
え
ば
声
で
シ
ャ
ッ

タ
ー
や
照
明
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
な
ど
、

居
住
者
の
暮
ら
し
の
シ
ー
ン
に
応
じ
て
有
機

的
に
動
作
す
る
部
屋
を
具
現
化
し
た
。
今

後
は
建
物
と
居
住
者
の
健
康
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
た
機
能
を
追
加
し
て
い
く
方
針
だ
。

進
化
し
つ
づ
け
る
住
宅

住
宅
メ
ー
カ
ー
大
手
の
大
和
ハ
ウ
ス
工

業
は
、
社
会
環
境
の
変
化
を
捉
え
な
が

ら
、
快
適
性
、
環
境
性
、
耐
久
性
の
３
つ

の
側
面
で
住
宅
の
性
能
を
進
化
さ
せ
て
き

た
。
2
0
0
5
年
の
創
業
50
周
年
記
念
商

品
と
し
て
発
売
さ
れ
た
「
セ
ン
テ
ナ
リ
ア
ン
」

は
、「
健
康
配
慮
住
宅
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

連
載
［ 

第
12
回 

］
最
終
回
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し
、
構
造
躯
体
ま
で
を
断
熱
す
る
外
張
り

断
熱
を
採
用
し
た
。
翌
2
0
0
6
年
に
発

売
し
た
「
x
e
v
o
（
ジ
ー
ヴ
ォ
）」
シ
リ
ー

ズ
の
中
で
も
環
境
性
能
に
特
に
力
を
入
れ

た
「
x
e
v
o 
Y
Ｕ
（
ジ
ー
ヴ
ォ
・
ユ
ウ
」

で
は
、
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
で
あ
る
こ
と

を
示
す
Ｚ
Ｅ
Ｈ
（
ゼ
ッ
チ
）
を
同
社
で
は
じ

め
て
提
唱
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
多
く
設
置
で

き
る
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
エ
コ
ロ
ジ
ー
ル
ー
フ
」

を
採
用
し
つ
つ
、
屋
根
裏
を
大
型
収
納
と
し

て
利
用
可
能
に
し
た
。
快
適
性
だ
け
で
な

く
、
環
境
性
や
耐
久
性
も
実
現
し
て
い
る
。

現
在
の
主
力
商
品
で
あ
る
「
x
e
v
o

Σ
（
ジ
ー
ヴ
ォ
シ
グ
マ
）」
で
は
、
東
日
本

大
震
災
を
教
訓
に
繰
り
返
し
発
生
す
る
巨

大
地
震
と
余
震
を
想
定
し
た
耐
震
構
造
に

刷
新
。
繰
り
返
し
の
揺
れ
に
耐
え
ら
れ
る
基

本
性
能
を
持
つ
、
よ
り
災
害
に
強
い
住
宅
へ

と
進
化
。
天
井
高
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
独
特

の
Ｃ
Ｍ
で
印
象
的
だ
。
2
0
1
8
年
10
月

に
は
住
宅
性
能
の
最
高
峰
を
め
ざ
し
た
新

商
品
「
x
e
v
o
Σ
P
R
E
M
I
U
M
」

を
発
表
し
て
い
る
。

蓄
電
池
と
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
を

積
極
的
に
提
案

環
境
へ
の
取
り
組
み
の
部
分
で
は
、

Z
E
H
の
普
及
を
推
進
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
蓄
電
池
や
家
庭
用
燃
料
電
池
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
の
設
置
提
案
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
る
。
設
置
を
薦
め
る
理
由
は
、
節
電
の
メ

リ
ッ
ト
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
災
害
時
に
発
生

す
る
停
電
対
策
と
な
る
点
に
あ
る
。
統
計
に

よ
る
と
、
災
害
で
停
電
が
発
生
し
た
場
合
、

停
電
エ
リ
ア
の
多
く
が
2
日
以
内
に
復
旧
す

る
と
い
う
。
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
が
推
奨
す
る

蓄
電
池
が
1
台
あ
れ
ば
、
災
害
停
電
時
で

も
、
家
庭
に
あ
る
主
な
家
電
製
品
を
約
20

時
間
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
蓄
電
池
を

2
台
つ
な
げ
れ
ば
、
約
2
日
間
の
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
1
台

の
蓄
電
池
に
加
え
て
、
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
を
設

置
す
る
こ
と
で
、
約
10
日
間
の
給
湯
・
暖

房
が
可
能
に
な
る
。「
蓄
電
池
や
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
の
設
置
で
災
害
時
の
停
電
不
安
を
軽
減

で
き
る
。
当
社
で
は
製
造
メ
ー
カ
ー
と
の
提

携
に
よ
り
、
価
格
を
抑
え
て
提
案
で
き
る
体

制
が
整
っ
て
お
り
、
年
間
３
０
０
０
台
以
上
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の
蓄
電
池
販
売
の
実
績
が
あ
る
。
住
宅
メ
ー

カ
ー
で
は
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
ろ
う
。」
と

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社　

住
宅
事
業

推
進
部 

商
品
開
発
部 

技
術
戦
略
グ
ル
ー
プ 

グ
ル
ー
プ
長
の
木
口
氏
は
語
る
。

I
o
T
へ
の
取
り
組
み
は

20
年
以
上

環
境
の
取
り
組
み
と
並
行
し
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
へ

の
取
り
組
み
の
歴
史
は
長
い
。
は
じ
ま
り
は

未
だ
I
o
T
と
い
う
言
葉
が
世
の
中
に
存

在
し
な
か
っ
た
20
年
以
上
前
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
。
2
0
0
5
年
に
は
、「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
ト
イ
レ
」
を
T
O
T
O
株
式
会
社
と

共
に
開
発
、
発
売
し
、
大
き
な
反
響
を
得
た
。

「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
ト
イ
レ
」
は
、
暮
ら

す
人
々
に
寄
り
添
う
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
ト

イ
レ
の
利
用
者
の
体
重
や
体
脂
肪
の
計
測

に
加
え
て
、
血
圧
や
尿
糖
値
ま
で
を
計
測

で
き
る
機
能
を
搭
載
。
計
測
し
た
デ
ー
タ

を
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
と
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、

入
居
者
の
健
康
管
理
を
効
率
化
す
る
こ
と

を
可
能
に
し
た
。「
当
時
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
が
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
ホ
ー
ム

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
経
由
し
、
パ
ソ
コ
ン
で
見

る
設
計
と
し
た
。
住
宅
設
備
と
パ
ソ
コ
ン
が

つ
な
が
る
先
進
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
国

内
だ
け
で
な
く
海
外
か
ら
も
多
く
の
注
目

を
集
め
た
。」
と
同
社
総
合
技
術
研
究
所 

建
築
系
技
術
研
究
室 

建
築
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

グ
ル
ー
プ 

主
任
研
究
員
の
吉
田
氏
は
語
る
。

家
庭
を
巻
き
込
ん
だ
実
証
事
業

か
ら
見
え
て
き
た
こ
と

2
0
1
7
年
に
は
、
経
済
産
業
省
が
推

進
す
る
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
に
関
す
る
デ
ー

タ
活
用
環
境
整
備
推
進
事
業
に
参
画
。
茨

城
県
つ
く
ば
市
で
の
実
証
実
験
で
は
、
“
つ

な
が
る
”
仕
組
み
の
技
術
検
証
を
実
施

し
た
。
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
ホ
ー
ム
の
大
き
な

課
題
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
、
企
業
が

そ
れ
ぞ
れ
に
開
発
す
る
た
め
に
、
I
o
T

機
器
や
家
電
、
設
備
機
器
の
通
信
方
法

が
異
な
り
、
規
格
が
ま
ち
ま
ち
な
点
に
あ
る
。

実
証
実
験
で
は
こ
れ
を
一
括
し
て
操
作
で
き

る
技
術
を
構
築
し
、
留
守
宅
の
見
守
り
や
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
音
声

制
御
等
の
サ
ー
ビ
ス
開
発
、
連
携
を
容
易
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I
o
T
住
宅
ブ
ラ
ン
ド

「D
a

iw
a

 C
o

n
n

e
c

t

」

積
み
上
げ
て
き
た
実
績
と
実
証
実
験
の

結
果
を
ベ
ー
ス
に
、
２
０
１
７
年
11
月
に

コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
ホ
ー
ム
ブ
ラ
ン
ド
「D

aiw
a 

C
onnect

（
ダ
イ
ワ 

コ
ネ
ク
ト
）」
を
発
表

し
た
。「
つ
な
が
る
こ
と
で
、
も
っ
と
豊
か
な

暮
ら
し
へ
」を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た「D

aiw
a 

C
onnect

」
は
、
家
と
家
電
、
ま
た
家
と

設
備
な
ど
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、
住
む
人
の

暮
ら
し
を
支
え
、
共
働
き
や
高
齢
化
、
自

然
災
害
な
ど
の
社
会
課
題
の
解
決
を
目
指

し
て
い
る
。

「
社
会
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、
よ
り
お

客
様
と
つ
な
が
り
つ
づ
け
る
会
社
に
な
る
た
め

に
生
ま
れ
た
の
が
「D

aiw
a C

onnect

」。

具
体
的
に
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
や
Ａ
Ｉ
ア
シ
ス
タ

ン
ト
「G

oogle H
om

e

）
を
活
用
し
た

コ
ネ
ク
ト
環
境
の
整
備
、
ラ
イ
フ
シ
ー
ン
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
リ
ス
ク
に
対
す
る
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
３
つ
の
価
値
を
提
供
し
て
い
く
。

将
来
的
に
は
、「D

aiw
a C

onnect

」
の

搭
載
率
50
％
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
。」（
木

口
氏
談
）。

に
し
た
。

モ
ニ
タ
と
し
て
家
庭
30
件
に
導
入
し
、
実

際
の
生
活
の
中
で
使
用
し
て
み
た
、
リ
ア
ル

な
サ
ー
ビ
ス
評
価
や
施
工
、
保
守
も
含
め

た
課
題
抽
出
を
行
っ
た
。「
モ
ニ
タ
家
庭
か

ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
複
数
の
サ
ー

ビ
ス
を
ま
と
め
て
操
作
で
き
る
こ
と
へ
の
支

持
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
一
方
、
便
利
な

操
作
方
法
に
つ
い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
よ
る
操
作
、
音
声
操
作
に
評
価
が
分
か

れ
た
。
ユ
ー
ザ
ー
の
状
況
に
応
じ
て
、
最

適
な
操
作
方
法
を
選
べ
る
よ
う
に
し
た
上
で
、

一
連
で
操
作
で
き
る
こ
と
が
顧
客
の
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。
住

宅
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
家
の
中
に
多
く
の
操

作
端
末
を
提
案
で
き
る
当
社
の
強
み
が
活
か

せ
る
。」
と
吉
田
氏
。
加
え
て
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
か
ら
は
、
音
声
で
の
天
気
予
報
通

知
や
鍵
の
開
閉
確
認
な
ど
、
基
本
的
な
機

能
が
強
く
支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。「
I
o
T
化
と
い
っ
て
も
専
門
的
で
高

度
な
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
生
活
が
ち
ょ
っ
と
便
利
に
な
る
、

シ
ン
プ
ル
な
サ
ー
ビ
ス
か
ら
提
供
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
。」
と
吉
田
氏
は
語
る
。
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実
際
に
「D

aiw
a C

onnect

」
が
あ

る
住
宅
で
の
生
活
シ
ー
ン
を
体
験
で
き
る

展
示
場
を
渋
谷
・
千
里
か
ら
全
国
に
展
開

を
広
げ
て
い
っ
て
い
る
。
加
え
て
コ
ン
セ
プ

ト
ム
ー
ビ
ー
を
制
作
す
る
な
ど
、
体
感
し

て
も
ら
い
、
良
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
る
。
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
住
宅
を
購
入
す

る
層
だ
け
で
は
な
い
。「
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

を
実
現
す
る
に
は
、
自
社
だ
け
で
は
で
き
な

い
こ
と
が
多
い
。
実
現
し
た
い
世
界
観
を
展

示
場
や
動
画
で
可
視
化
す
る
こ
と
で
、
家

を
買
う
人
だ
け
で
な
く
、
メ
ー
カ
ー
さ
ん
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
さ
ん
な
ど
に
認
知
を
広
げ
、
協

業
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
た
い
。」
と
木
口

氏
は
語
る
。

※D
aiw

a C
onnect

動
画

h
ttp

s://w
w

w
.d

a
iw

a
h

o
u

se
.

co.jp/jutaku/daiw
aconnect/

部
屋
全
体
が
有
機
的
に
動
く

ラ
イ
フ
シ
ー
ン
を
提
案

コ
ネ
ク
ト
環
境
の
整
備
と
し
て
は
、

２
０
１
８
年
10
月
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
L
と
提

携
し
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
S
と
家
電
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

が
一
緒
に
利
用
で
き
る
仕
様
に
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
。
加
え
て
、「D

aiw
a C

onnect

」

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
機
能
と
し
て
「G

oogle 

H
om

e

」
経
由
で
の
電
動
カ
ー
テ
ン
の
開
閉

や
ス
ク
リ
ー
ン
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
の
連

動
も
実
現
し
た
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
シ
ー
ン
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
家
電
な
ど
の
単
体

の
制
御
だ
け
で
な
く
、
居
住
者
の
暮
ら
し

を
様
々
な
シ
ー
ン
で
切
り
分
け
、「
点
」
だ

け
で
な
く
「
面
」
の
利
便
性
の
提
供
に
こ
だ

わ
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
お
う
ち
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
、ペ
ッ
ト
見
守
り
、
長
期
不
在
モ
ー

ド
、
帰
宅
準
備
モ
ー
ド
な
ど
、
８
つ
の
「
ラ

イ
フ
シ
ー
ン
」
を
設
定
し
、
実
装
し
て
い
る
。

「
居
住
者
の
一
言
で
、
部
屋
全
体
が
有
機
的

に
動
く
の
が
理
想
的
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
よ
り
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
８
つ
の
ラ
イ

フ
シ
ー
ン
を
準
備
し
、
か
な
り
具
体
的
な
提

案
が
で
き
る
段
階
に
な
っ
て
き
た
。」（
木
口

氏
談
）。
将
来
的
に
は
、
お
客
様
が
自
身
の

ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
シ
ー
ン

を
作
り
、
空
間
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
と
い
う
。

今
後
の
展
望

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
の
今
後
の
展
望
は
、「
建

物
の
健
康
と
居
住
者
の
健
康
に
フ
ォ
ー
カ
ス

す
る
」
こ
と
だ
と
木
口
氏
は
語
る
。
建
物
の

健
康
と
は
、
建
物
の
資
産
価
値
を
保
ち
続

け
る
こ
と
を
指
す
。
購
入
し
た
住
宅
の
資
産

価
値
が
目
減
り
し
な
い
よ
う
に
、
性
能
劣
化

の
状
況
を
見
え
る
化
。
自
然
災
害
時
に
は

遠
隔
か
ら
ア
ラ
ー
ト
を
確
認
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
、
常
時
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
仕
組

み
を
構
築
す
る
予
定
だ
。
大
き
な
故
障
に

な
る
前
に
、
未
然
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
で
き

る
よ
う
日
頃
か
ら
見
守
る
体
制
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
る
。

居
住
者
の
健
康
に
つ
い
て
は
、
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
や
熱
中
症
な
ど
、
宅
内
で
の
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
方
法
を
模
索
し
て
い
る
。「
建

物
や
健
康
リ
ス
ク
に
つ
な
が
る
と
こ
ろ
を
中

心
に
、
先
周
り
し
て
居
住
者
に
呼
び
か
け
て

い
き
た
い
。
住
宅
と
当
社
が
コ
ネ
ク
ト
し
て

い
る
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
数
年
に
一

度
の
定
期
点
検
だ
け
で
な
く
、
常
時
診
断
・

■
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
一
般
社
団
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
セ
ン

タ
ー
理
事
、
R
A
U
L
株
式
会
社
代
表

取
締
役
　
江
田
健
二

■
専
門
分
野
　

　「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
デ
ジ
タ
ル
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
」「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

す
る
情
報
を
客
観
的
に
わ
か
り
や
す
く

広
く
つ
た
え
る
こ
と
」「
デ
ジ
タ
ル
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
と
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
融
合

さ
せ
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
造
す
る

こ
と
」
を
目
的
に
執
筆
／
講
演
活
動
な

ど
を
実
施
。
著
作
、「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

×
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
て
第
39
回 

エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
賞 

普
及
啓
発
賞

受
賞

　
一
般
社
団
法
人
Ｃ
Ｓ
Ｒ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
協
会
理
事

　
環
境
省 

地
域
再
省
蓄
エ
ネ
サ
ー
ビ
ス
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
委
員

■
主
な
著
作

　「
ス
マ
ホ
で
サ
ン
マ
が
焼
け
る
日
」「
エ
ネ

ル
ギ
ー
デ
ジ
タ
ル
化
の
未
来
」
等

常
時
点
検
の
関
係
を
つ
く
り
た
い
。」
と
木

口
氏
は
語
っ
た
。
お
客
様
と
い
か
に
つ
な
が

り
つ
づ
け
て
い
く
か
、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
の

挑
戦
が
続
く
。
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